
届出避難所運用想定シート 

(令和  年  月作成) 

１ 基礎データ 

開設・運営者 団体名  

届出避難所 

名称  

所在地 魚津市 

構造・面積（※１）          造        階建          ㎡ 

収容可能人数（※２）  

電話番号（※３）  

FAX番号（※３）  

建築年月        年      月 

耐震改修年月        年      月 

最寄りの指定避難所  

※１ 建物の構造・・・木造、鉄骨造等の構造・階数   面積・・・延べ床面積（小数点以下第２位まで） 

※２ 延べ床面積÷４㎡で算出した人数を記載（小数点以下切り捨て） 

※３ 届出避難所となる集会所等に電話又は FAXがある場合は記載 

 

２ 届出避難所の災害リスクと開設可否 

※必ず市が作成した最新のハザードマップを確認すること。 

災害種別 認定基準（届出避難所を開設可能かの判断基準） チェック 
開設 

可否 

地震 ◆昭和 56年６以降に建築又は耐震改修を実施済。 □  

津波 

◆海抜５ｍ以上かつ津波浸水想定区域外に立地。 □ 

 
◆海抜５ｍ以下又は浸水想定区域内に立地しているが、

建物の構造が鉄骨造・鉄筋コンクリート造で、想定浸水

深以上の高さにも避難可能なスペースがある。（※１） 

□ 

土砂災害 ◆土砂災害（特別）警戒区域に立地していない。 □  

洪水 

（計画規模） 

200mm/24h 

◆浸水想定区域外又は浸水深 0.5ｍ未満の浸水想定域

に立地している。 

□ 

浸水深     ｍ 

 ◆浸水深 0.5ｍ以上の浸水想定区域に立地しているが、

構造が鉄骨造・鉄筋コンクリート造で、想定浸水深以上

の高さにも避難可能なスペースがある。（※１） 

□ 

浸水深     ｍ 

洪水 

（想定最大規模） 

800mm/24h 

◆浸水想定区域外、又は浸水深 0.5ｍ未満の浸水想定域

に立地している。 

□ 

浸水深     ｍ 

 ◆浸水深 0.5ｍ以上の浸水想定区域に立地しているが、

構造が鉄骨造・鉄筋コンクリート造で、想定浸水深以上

の高さにも避難可能なスペースがある。（※１） 

□ 

浸水深     ｍ 

その他 

（       ） 
 □  

 ※１ 例）鉄骨造の２階建て以上の建物など 

認定基準が複数ある場

合は、いずれかにチェッ

クが入っていれば〇 



３ 事前に整理しておく事項 

項目 開設・運営者での取り決め（事前想定） 

①開設のタイミング 

（いつ開設するか） 

 

②受け入れ対象者  

③開設したことをどうやってお

知らせするか 

□ 魚津市緊急情報配信サービス（防災情報メール）で対象校区の

住民へのメール配信を市へ依頼する。 

□ その他（                               ） 

⑤届出避難所の施錠管理者（開

設する際、誰が鍵を開けるか） 

 

④平時の地域住民への周知の

方法 

 

 

４ 届出避難所に事前に配置する救援物資（事前想定） 

物資名称 数量 配置者 

米飯      ※最大 90食   市役所 

飲料水（500ml） ※最大 180本  市役所 

パック毛布   ※最大 10枚  市役所 

テント型パーテーション ※最大５個  市役所 

アルミマット      ※最大５枚  市役所 

   

   

 

５ 届出避難所の開設・運営担当者に関する情報 

主担当者 

氏名  

住所 魚津市 

電話 固定・携帯 

メール 携帯・スマホ 

備考（役割）  

副担当者 

氏名  

住所 魚津市 

電話 固定・携帯 

メール 携帯・スマホ 

備考（役割）  

 

  



６ 開設及び閉鎖の報告先 

魚津市役所 

総務課 防災危機管理室 

ＴＥＬ① 0765-２３－１０７８（直通） 

ＴＥＬ② ０７６５－２３－１０１０（宿直室）（※１） 

ＦＡＸ  0765-23-1182 

メール bousai_uozu@city.uozu.lg.jp 

※１ 夜間・休日で、電話番号①へかけても繋がらない場合 


